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前文 

 阿久根市議会（以下「議会」という。）は、市長及び議会の二元代表制

のもと、地方公共団体の事務執行の監視機能及び議決機能を十分発揮しな

がら、日本国憲法に定める地方自治の本旨の実現を目指すものである。 

 議会は、市民の意志を代弁する合議制機関であることを踏まえ、自らの

創意と工夫、そして自己研鑽により市民と協働のまちづくりに努めなけれ

ばならない。 

 地方分権の時代にあって、市民の代表である議会が、市の意思決定機関

としての役割と責務はますます大きくなっている。 

本条例は、議会の公平性、透明性を確保することにより、市民に開かれ

た議会の実現及び議会への市民参加を推進するため、阿久根市議会基本条

例を定める。 

【解説】 

地 方 議 会 は 、 行 政 を 監 視 す る チ ェ ッ ク 機 能 と 、 自 ら が 様 々 な 施 策 を 立

案 、 決 定 で き る 立 法 機 能 を 有 し て い ま す 。 憲 法 に う た わ れ る 地 方 自 治 の

本 旨 と は 、 「 団 体 自 治 」 と 、 「 住 民 自 治 」 の ２ つ の 原 則 で あ る と 言 わ れ

て い ま す 。  

現 在 で は 地 方 分 権 一 括 法 に よ り 、 地 方 自 治 体 が 独 自 の 取 り 組 み を 打 ち

出 す こ と も 可 能 と な り 、 「 地 方 分 権 」 か ら 、 「 地 方 主 権 」 へ と そ の 状 況

も 変 わ り つ つ あ り ま す 。 し か し 、 そ の 反 面 、 地 方 自 治 体 の 役 割 が 重 要 度

を 増 し 、 ま た 責 任 も 重 大 に な っ て き て い ま す 。  

そ の た め 、 議 会 も 地 方 自 治 の 一 翼 を 担 う 二 元 代 表 制 と し て の 責 任 を 改

め て 自 覚 し 、 市 民 の 負 託 に こ た え 、 市 民 と と と も に 歩 む 議 会 を 目 指 し

て 、 こ こ に 基 本 条 例 と し て 明 文 化 す る も の で す 。  

阿 久 根 市 議 会 は 議 会 活 動 に 積 極 的 に 市 民 参 加 を 促 し 、 情 報 公 開 を 進 め

な が ら 、 議 員 自 ら が こ れ ま で 以 上 に そ の 身 を 律 し 、 懸 命 の 努 力 を 行 う こ
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と で 、 阿 久 根 市 の 真 の 地 方 自 治 を 目 指 す た め 、 議 員 の 総 意 に よ り 制 定 す

る も の で す 。  

 

  第 1 章  総則  

（目的） 

第 1 条  この条例は、議会及び議員活動の充実と活性化のために必要な基

本的事項を定めることにより、地方自治の本旨に基づく市民の負託に応

え、市民福祉の向上及び公正で民主的な市政の発展に寄与し、開かれた

議会を実現することを目的とする。 

 

第２章  議会及び議員の活動原則 

 （議会の活動原則） 

第２条  議会は、次に掲げる原則に基づき活動を行うものとする。 

⑴  公平性、透明性を確保し、市民に開かれた議会を目指すこと。 

⑵  市民の多様な意見を的確に把握し、市政に反映させること。 

⑶  市民に対して分かりやすい言葉を用いた説明に努めること。 

⑷  議会内の申し合せ事項は、不断に見直しを行うこと。 

⑸  市民本位の立場から、市政運営に対する監視及び評価に努めること。  

 

（議員の活動原則） 

第３条  議員は、次に掲げる原則に基づき活動すること。 

⑴  議会が言論の府であること及び合議制の機関であることを十分認識

し、議員相互の議論を積極的に行うこと。 

⑵  市政の課題全般について、市民の意見を的確に把握するとともに、

【解説】 

市 政 発 展 、 市 民 の 福 祉 向 上 の た め に 、 議 会 と 議 員 の そ の 活 動 の 基 本 と

す る べ き 事 項 を 定 め る こ と を 規 定 し て い ま す 。  

【解説】 

議 会 の あ る べ き 姿 と し て 、 市 民 へ の 情 報 公 開 、 説 明 責 任 を 果 た す と と

も に 、 意 見 の 集 約 、 政 策 立 案 及 び 政 策 提 言 に 取 り 組 み 、 議 会 運 営 の 効 率

化 、 市 政 運 営 の 監 視 及 び 評 価 を 行 う こ と を 規 定 し て い ま す 。  
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自己の能力を高める不断の研鑽によって、市民の代表にふさわしい活

動をすること。 

⑶  一部の団体及び地域の代表としてだけでなく、市民全体の福祉の向

上を目指して活動すること。 

 

（会派） 

第４条  議員は、議会活動を行うため、調査研究、政策立案を目的とする

複数の議員で会派を結成することができる。 

 

第３章  議会及び議員の役割、責務等 

 （議会の役割） 

第５条  議会は、第２条に規定する活動原則に基づき、次の役割を担うも

のとする。 

⑴  市の施策が適正かつ効率的に実施されているかを市民の立場に立っ

て監視し、評価すること。 

⑵  市民の多様な意見の聴取に努め、市政に反映させるための政策立案、

提言等のほか、国会及び関係行政庁への意見書等の提出を積極的に行

うこと。 

⑶  専門的事項に係る調査研究を行い、政策立案の充実及び強化に努め

ること。 

【解説】 

議 員 の あ る べ き 姿 と し て 、 議 会 は 議 論 を 行 う と こ ろ で あ り 、 議 員 間 の

自 由 な 議 論 を 重 ん じ な け れ ば な ら ず 、 市 民 の さ ま ざ ま な 意 見 を 的 確 に 把

握 す る こ と は も ち ろ ん 、 自 己 能 力 の 向 上 、 市 民 全 体 の 代 表 で あ る こ と を

重 ん じ 、 活 動 す る こ と を 規 定 し て い ま す 。  

【解説】 

議 員 活 動 を よ り し や す く 、 具 体 化 す る た め に 、 議 員 間 で 会 派 を 結 成

し 、 積 極 的 に さ ま ざ ま な 活 動 が で き る よ う 規 定 し て い ま す 。  

【解説】 
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⑷  議会に関する条例、規則その他規程を遵守するとともに、申合わせ

事項を尊重し、信頼性のある議会運営に努めること。 

 

（議員の役割） 

第６条  議員は、第３条に規定する活動原則に基づき、次の役割を担うも

のとする。 

⑴  地域の課題だけでなく、多様な市民の意向を的確に把握し、市民全

体の福祉向上を目指すこと。 

⑵  政策立案及び政策提言能力向上のため、研修及び調査研究に努める

こと。 

⑶  議決された内容やその過程について、様々な手段や媒体を通じ、市

民へ正しい情報が伝わるよう努めること。 

⑷  地方分権時代における議員の在り方について調査研究に努めること。  

 

（議会の責務） 

第７条  議会は、市の施策に対する意思決定を行う議決機関として、適切

な判断と責任ある活動を行わなければならない。 

 

議 会 の 活 動 原 則 を も と に 、 そ の 役 割 と し て 、 行 政 の 事 務 を 監 視 及 び 評

価 す る こ と 、 地 方 自 治 法 に 規 定 さ れ て い る 議 会 の 権 限 と し て 国 や 県 、 関

係 行 政 機 関 に 対 し 意 見 書 を 提 出 す る こ と 、 政 策 立 案 の た め の 調 査 研 究 を

行 う こ と 、 法 令 等 を 守 る こ と に よ り 、 市 民 の 信 頼 を 得 る 運 営 を 行 う こ と  

【 と を 規 定 し て い ま す 。  

【解説】 

議 員 の 活 動 原 則 を も と に 、 各 議 員 が 市 民 の さ ま ざ ま な 行 政 へ の ニ ー ズ

を 把 握 す る と と も に 、 政 策 へ と 反 映 さ せ る た め 、 研 修 や 調 査 研 究 を 怠 ら

ず 、 正 確 な 情 報 を 積 極 的 に 伝 え な け れ ば な ら な い こ と を 規 定 し て い ま

す 。  

【解説】 

議 会 は 市 の 意 思 決 定 機 関 と し て 、 正 確 な 情 報 収 集 と そ の 活 動 、 議 決 に

責 任 を 持 た な け れ ば な ら な い こ と を 規 定 し て い ま す 。  
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（議長の責務） 

第８条  議長は、議会を代表し、中立公正な職務遂行に努めるとともに、

民主的かつ効率的な議会運営を行わなければならない。 

 

（議員の責務） 

第９条  議員は、市民の負託を受けて議員に選出されたことを自覚し、議

員として必要な資質の向上に努めるとともに、誠実かつ公正な職務の遂

行に努めなければならない。 

 

第４章  議員の政治倫理 

（議員の政治倫理） 

第 10 条  議員は、その活動に公正性と透明性を確保するため、阿久根市議

会議員倫理条例（平成９年阿久根市条例第 21 号）を遵守しなければなら

ない。 

 

第５章  市民と議会の関係 

(市民参加及び市民との連携) 

第 11 条  議会は、その活動に関する情報公開を徹底し、市民に対する説明

責任を十分に果たさなければならない。 

２  議会は、常任委員会、議会運営委員会及び特別委員会（以下「委員会」

という。）の運営に当たり、参考人制度及び公聴会制度を十分に活用し

【解説】 

議 長 は 、 議 会 の 代 表 者 と し て そ の 責 任 は 重 大 で あ り 、 中 立 か つ 公 正 を

基 本 と し て 、 言 論 の 府 と 呼 ば れ る 議 会 の 運 営 に 努 力 す る こ と を 規 定 し て

い ま す 。  

【解説】 

議 員 は 、 市 民 全 体 の 代 表 者 で あ る こ と を 基 本 と し て 、 常 に 自 ら を 律

し 、 議 員 と し て 不 断 の 努 力 を も っ て 活 動 を 行 う こ と を 規 定 し て い ま す 。  

【解説】 

議 員 と し て 、 清 廉 潔 白 、 公 平 確 保 な ど の 保 持 の た め に 制 定 さ れ て い る

阿 久 根 市 議 会 議 員 倫 理 条 例 を 遵 守 す る こ と を 規 定 し て い ま す 。  
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て、市民の専門的又は政策的意見を聴く機会を設けることができる。 

３  議会は請願及び陳情を政策提案と位置づけ、その審議においては提案

者の意見を聴く機会を設けることができる。 

４  議会は、市民との意見交換の機会を設けることにより、議会及び議員

の政策立案能力の強化及び拡大を図るものとする。 

５  議会は、市政全般にわたって、議員及び市民が自由に情報及び意見を

交換する議会報告活動を年１回以上行うよう努めるものとする。 

 

第６章  議会と行政の関係 

（議会と市長等の関係） 

第 12 条  議会は、市長等執行機関（以下「市長等」という。）との関係は、

次に掲げるところにより、緊張関係の保持に努めなければならない。 

⑴  本会議における議員と市長との質疑応答は、広く市政上の論点及び

争点を明確にするため、一問一答の方式で行うことができる。 

⑵  議長から本会議及び委員会へ出席を要請された市長等は、議長又は

委員長の許可を得て、議員の質問に対して論点・争点を明確にするた

め、反問することができる。 

⑶  議会は、議員が行う市長等への口頭による要請等に対して、両者の

関係の透明性を図るため、日時、要請内容、対応、経過等を記録した

文書を作成するよう市長等に求めるものとする。 

【解説】 

１  議 会 は 市 民 と の 関 係 に お い て 、 そ の 活 動 に お け る 説 明 責 任 を 果 た す

た め 、 情 報 公 開 を 積 極 的 に 行 わ な け れ ば な ら な い こ と を 規 定 し て い ま

す 。  

２  議 会 に お け る 委 員 会 審 査 等 で は 、 専 門 的 分 野 、 利 害 関 係 者 等 か ら 意

見 を 聴 く 機 会 を 積 極 的 に 設 け る こ と を 規 定 し て い ま す 。  

３  議 会 に 提 出 さ れ る 請 願 や 陳 情 の 審 査 で は 、 提 出 者 の 意 見 を 聴 く 機 会

を 積 極 的 に 設 け る こ と を 規 定 し て い ま す 。  

４  市 民 の さ ま ざ ま な 意 見 を 聴 く た め 、 意 見 交 換 会 を 開 催 し 、 政 策 立

案 、 政 策 提 言 に 役 立 て る よ う に す る こ と を 規 定 し て い ま す 。  

５  議 会 に お け る 一 連 の 活 動 を 市 民 に 報 告 し 、 そ の 意 見 を 求 め る た め 、

年 １ 回 以 上 、 議 会 報 告 会 を 各 地 で 実 施 す る こ と を 規 定 し て い ま す 。  
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 (議会に対する施策等の説明) 

第 13 条  議会は、市長等が策定する政策、計画、施策及び事業等（以下

「政策等」という。）について、議会が必要と認めた場合は、次に掲げ

る事項について、市長等に対し説明を求めることができる。 

⑴  政策等の発生源 

⑵  提案に至るまでの経緯 

⑶  他の自治体の類似する政策等との比較検討 

⑷  市民参加の有無とその内容 

⑸  総合計画との整合性 

⑹  財源措置 

⑺  将来にわたる政策等の効果 

⑻  その他議会が必要と認める事項 

【解説】 

議 会 は 行 政 の 監 視 機 関 で あ る こ と を 常 に 意 識 し 、 常 に 対 等 な 立 場 で 、

そ の 緊 張 状 態 を 保 つ こ と を 規 定 し て い ま す 。  

１  本 会 議 で 市 長 等 に 対 し て 行 わ れ る 質 疑 ・ 質 問 は 、 一 問 一 答 で 行 う

こ と に よ り 、 そ の 論 点 や 争 点 を 明 確 に し て い き ま す 。  

２  本 会 議 、 委 員 会 へ 出 席 し た 市 長 等 は 、 議 員 か ら の 質 疑 ・ 質 問 に つ

い て 、 そ の 議 員 の 質 問 内 容 が 明 確 で な い 場 合 、 議 長 や 委 員 長 の 許 可

の も と 、 議 員 に 対 し て そ の 質 問 等 の 趣 旨 に つ い て 質 問 す る こ と が で

き ま す 。  

３  議 員 と 市 長 等 と の 関 係 の 透 明 性 を 図 る た め 、 議 員 か ら の 口 頭 の 要

請 等 に お い て 、 そ の 経 緯 等 の 記 録 を 作 成 し て お く よ う 求 め る も の で

す 。  

【解説】 

重 要 な 政 策 等 に か か わ る 案 件 に つ い て は 、 そ の 政 策 の 公 平 性 、 透 明 性

の 確 保 と 議 案 審 議 の 論 点 を 明 ら か に す る と と も に 、 政 策 決 定 水 準 を 高 め

る よ う な 議 論 が 行 わ れ る こ と を 目 的 と し て 、 議 会 が 特 に 必 要 と 決 定 し た

こ と に 、 説 明 を 求 め る こ と が で き る こ と を 規 定 し て い ま す 。  

 （ 例 ）  (1)ま ち づ く り の 基 本 方 針 や 分 野 別 の 計 画 及 び 施 策 事 業 。  
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 (予算及び決算の審議における政策説明) 

第 14 条  議会は、予算及び決算の審議に当たっては、前条の規定に準じて、

市長等に対し、施策又は事業等の説明資料を提出するよう求めることが

できる。 

 

第７章  討議の拡大 

（討議による議会の合意形成） 

第 15 条  議会は、議員による討議の場であることを認識し、議長は、議員

相互間の討議を尊重した運営に努めなければならない。 

２  議会は、本会議及び委員会において議案を審議して結論を出す場合、

議員相互間において十分な討議を尽くして合意形成に努め、その結果に

ついて市民への説明責任を果たすよう努めなければならない。 

 

 （政策検討会） 

第 16 条  議会は、市政に関する重要な政策及び課題に対して、政策検討会

を開催し、十分な討議を行い政策提言に努めるものとする。 

２  政策検討会に関し必要な事項は、別に定める。 

 

(2)市 民 生 活 に 重 大 な 影 響 を 及 ぼ す こ と  

【解説】 

予 算 、 決 算 の 審 査 で 、 論 点 ・ 争 点 を 明 ら か に す る た め 、 前 条 に 準 じ

て 、 議 会 が 必 要 と 認 め た 場 合 は 説 明 資 料 の 提 出 を 求 め る こ と が で き る こ

と を 規 定 し て い ま す 。  

【解説】 

議 会 は 議 論 の 場 で あ る こ と か ら 、 議 案 審 議 に お い て は 議 員 相 互 の 討 議

を 中 心 に 行 う こ と で 、 合 意 形 成 に 努 め 、 そ の 結 果 を 市 民 に 説 明 す る 責 任

を 規 定 し て い ま す 。  

【解説】 

議 員 が 一 堂 に 会 し 、 議 会 と し て の 責 任 と 意 欲 を 高 め 、 よ り よ い 政 策 実

現 の た め 、 意 見 交 換 を 行 う こ と を 規 定 し て い ま す 。  
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第８章 委員会の活動 

（委員会の活動等） 

第 17 条  委員会は、その所管する事務について積極的な調査研究を行い、

政策提案を行うよう努めるものとする。 

２  委員会は、参考人制度及び公聴会制度を十分に活用して、専門的又は

政策的識見等を議会の討議に反映させるものとする。 

３  委員会は、その年度の活動内容について十分な検討を行い、委員会に

おける活動計画を策定するものとする。 

４  委員会は、視察を行ったときは、その内容を本会議で報告し、関係部

署との意見交換の場を設けるものとする。 

５  委員長は、委員会審査報告を行うときは、委員会審査の内容が市民に

対して分かりやすい報告となるよう努めなければならない。 

 

第９章  議会及び議会事務局の体制整備 

（議員研修の充実） 

第 18 条  議会は、議員の政策形成及び立案能力向上のため、議員に対する

研修の充実を図るものとする。 

２  前項の目的を達成するため、議会は広く各分野の専門家又は市民各層

との研修会の開催に努めるものとする。 

【解説】 

１  委 員 会 の 活 動 は 、 積 極 的 な 調 査 を 行 い 、 委 員 会 と し て 政 策 提 案 を 行

う こ と を 規 定 し て い ま す 。  

２  議 会 で 制 度 化 さ れ て い る 参 考 人 制 度 、 公 聴 会 制 度 を 積 極 的 に 利 用 す

る こ と に よ り 、 よ り 詳 細 な 調 査 を 行 い 、 議 員 相 互 の 討 議 に 役 立 て よ う

と す る も の で す 。  

３  年 度 単 位 で 、 委 員 会 の 活 動 を 計 画 し 、 活 動 内 容 を 明 確 に し よ う と す

る も の で す 。  

４  委 員 会 で 視 察 を 行 っ た 場 合 、 本 会 議 で 報 告 す る と と も に 、 関 係 す る

部 署 に 報 告 と そ の 内 容 に つ い て 意 見 交 換 を 行 う こ と に よ り 、 そ の 成 果

を 施 策 に 役 立 て よ う と す る も の で す 。  

５  委 員 会 の 審 査 報 告 を 行 う 委 員 長 は 、 市 民 が 理 解 し や す い 内 容 に す る

こ と を 規 定 し て い ま す 。  
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（議会事務局の体制整備） 

第 19 条  議会は、議会及び議員の政策形成及び政策立案を補助する組織と

して、議会事務局の調査機能及び法務機能の充実強化を図るよう努める

ものとする。 

 

（議会広報活動の充実） 

第 20 条  議会は、その活動及び市政に係る重要な情報を、市民に対して周

知するよう努めるものとする。 

２  議会は、情報技術の発達を踏まえた多様な広報手段を活用することに

より、多くの市民が議会及び市政に関心を持つよう議会広報活動に努め

るものとする。 

 

第 10 章  議員の身分及び待遇 

（議員定数） 

第 21 条  議員定数は、条例で別に定める。 

２  議会は議員定数の改正に当たっては、行財政改革の視点だけでなく、

市政の現状及び課題、将来の予測及び展望を十分に考慮するとともに、

市民の意見を聴取するため、参考人制度及び公聴人制度を活用するもの

とする。 

【解説】 

議 員 が さ ま ざ ま な 政 策 に つ い て 形 づ く る 力 を つ け 、 そ の 実 現 に 必 要 な

知 識 や 見 聞 を 広 め る た め 議 員 研 修 に 積 極 的 に 取 り 組 み 、 専 門 家 な ど を 講

師 と す る こ と を 規 定 し て い ま す 。  

【解説】 

議 会 、 議 員 の 能 力 向 上 に は 、 議 会 事 務 局 の 能 力 強 化 が 必 要 で あ り 、 そ

の た め に 体 制 強 化 を 図 る 努 力 を す る こ と を 規 定 し て い ま す 。  

【解説】 

議 会 活 動 を 市 民 に 広 く 知 ら せ る 努 力 を す る と と も に 、 議 会 の 広 報 誌 は

も ち ろ ん 、 イ ン タ ー ネ ッ ト な ど の さ ま ざ ま な 手 段 を と り 、 議 会 へ の 市 民

の 関 心 を 高 め る 活 動 を 行 う こ と を 規 定 し て い ま す 。  
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（議員報酬） 

第 22 条  議員報酬は、条例で別に定める。 

２  議員報酬の改定に当たっては、阿久根市特別職報酬等審議会条例（昭

和 39 年阿久根市条例第 37 号）に基づき、市長が提案する報酬を考慮す

るものとする。 

３  議員が提案する場合は行財政改革の視点だけではなく、市政の現状及

び課題並びに将来の予測及び展望を十分に考慮し、明確な改正理由を付

して提出するものとする。 

 

第 11 章  最高規範性 

（最高規範性） 

第 23 条  この条例は、議会運営における最高規範であって、議会は、この

条例の趣旨に反する議会に関する条例、規則その他規程を制定してはな

らない。 

 

【解説】 

議 会 の 議 員 定 数 は 別 の 条 例 で 定 め ら れ て い ま す が 、 そ の 改 正 を す る 場

合 は 、 行 財 政 改 革 を 目 的 と す る こ と な く 、 さ ま ざ ま な 要 素 が 考 え ら れ る

た め 、 十 分 な 議 論 が 必 要 で あ る こ と と 、 そ の た め に は 広 く 市 民 の 意 見 を

聴 く 必 要 が あ る こ と を 規 定 し て い ま す 。  

【解説】 

議 会 の 議 員 報 酬 は 別 の 条 例 で 定 め ら れ て い ま す が 、 市 民 で 構 成 さ れ る

阿 久 根 市 特 別 職 報 酬 等 審 議 会 の 意 見 を 取 り 入 れ た 市 長 の 提 案 を 認 め る も

の で す 。 ま た 、 議 員 が 提 案 し よ う と す る と き は 、 議 員 定 数 と 同 様 に 、 さ

ま ざ ま な 要 素 か ら 十 分 な 議 論 を 行 い 、 そ の 改 正 理 由 を 付 し て 提 出 し な け

れ ば な ら な い こ と を 規 定 し て い ま す 。  

【解説】 

こ の 条 例 を 阿 久 根 市 議 会 に お け る 基 本 的 事 項 を 定 め た 「 最 高 規 範 性 」

を 持 つ も の と い う 観 点 か ら 、 議 会 に 関 す る さ ま ざ ま な 条 例 等 の 制 定 、 改

正 な ど は 、 こ の 趣 旨 に 反 す る も の は し て は な ら な い と 規 定 し て い ま す 。  
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第 12 章  見直し手続 

（見直し手続） 

第 24 条  議会は、１年に１回、この条例の目的が達成されているかどうか

を議会運営委員会において検討するものとする。 

２  議会は、前項による検討の結果に基づいて、この条例の改正を含む適

切な措置を講じるものとする。 

３  議会は、この条例を改正する場合には、全議員の賛同する改正案であ

っても、本会議において、改正の理由及び背景を詳しく説明しなければ

ならない。 

 

附 則  

この条例は、平成２４年４月１日から施行する。 

【解説】 

１  こ の 条 例 の 目 的 で あ る 第 １ 条 の 記 述 と 、 議 会 の 活 動 等 が 一 致 し て い

る か 、 そ の 検 証 を 年 １ 回 は 議 会 運 営 委 員 会 に て 行 う こ と を 規 定 し て い

る と 同 時 に 、 議 会 運 営 委 員 会 が こ の 条 例 の 一 連 の 活 動 を 監 視 す る 役 目

を 担 っ て い る こ と を 規 定 し て い ま す 。  

２  検 証 に よ り 、 そ の 目 的 を 達 す る こ と に 不 都 合 が あ る 場 合 は 、 こ の 条

例 を 改 正 す る こ と は も と よ り 、 必 要 な 手 続 を と る こ と を 規 定 し て い ま

す 。  

３  こ の 条 例 を 改 正 す る 必 要 が あ る 場 合 、 た と え 全 議 員 に 異 議 が な く て

も 、 本 会 議 で は 市 民 が わ か り や す く 、 そ の 必 要 性 が 認 識 で き る よ う 説

明 し な け れ ば な ら な い こ と を 規 定 し て い ま す 。  


